





つれて、室町期の和歌そのものにも研究の照明があてられるようになって来たので ここに四つの室町期和歌資料の翻刻乃至は紹介を試みた。室町期の和歌資料は移しく写本 まま放置されているので、機会あるごとに少しず でも翻刻や紹介を行うことが研究の進展にとっ 必要と思うからである。なお翻刻の三点については、初めに書誌的解題を記し次に翻刻本文を置き、その後に簡単な解説を加えることとした。
書名を〔〕に入れた理由は、本文にその称呼がなく、解題に記す考
証の結果知られた、筆者が仮に付した名称だからである。内容から「金剛経経旨和歌」と称してもよいが、それ は普通名詞めく で、私に付するものならば内容を明示 た方がよいと思った である。
さて、この作品の所在は、「詩歌晴御会」と題する写本に存するもので 室町期和歌資料の翻刻と解説一〔堯尋三十三回忌追善和歌〕
ｌ〔堯尋三十三回忌追善和歌〕・日吉社壇詠二十一首和歌・和歌秘伝書・古今和歌東家極秘Ｉ















































少しはある（続群書類従巻四百三所収、文和四年「経旨和歌」）。経旨和歌と故人追悼の懐旧歌と、合せて二首を詠ずるのが普通の形である この経旨和歌 一首のみの人がいるが、それは、こ 書の親本に脱落していたか、或はどこかの段階で抄写されて今見えないのであろう。
この作者の官位表記を見ると、「関白持道」とあるのはしばらく措い









































































題篭を貼り、「わかひてむ書」と記す。その右側、表紙に直に「天文写本」と墨書（題策と別筆）。なお内題はな 。縦二五・○、横一七・五糎、楮紙袋綴一冊本。一面六行、墨付十七丁。見返し中央部と 一丁表右上部に「喜田図／書之印」と朱の陽刻。奥 の天文廿 云々は書写奥書とみてよい。
三和歌秘伝害
翻刻に当っては、改行の部分を一宇あきとした。また本文中の、や方


























































ち へ て三豊ふ た シ 首孝や 夜 つ f窪伝ふ は らる そ む た需也






























































































































































































































































































































類」（巻子本。江戸極初期写か。国文学研究資料館「マイクロ資料目録』１所掲）である これは東家流（素純流）並び 宗祇流など 切紙を中心にまとめられ、一書を為した 、血脈（系図）に、「実澄Ｉ公明」（三条西公国）までみえるから、安土桃山時代か江戸初期までに成ったものであろう。切紙十二通・伝受嵜之次第（頼常まで見える 、また一つ書きの秘事口伝の中に、古今和歌東家極秘と共通す 部分が多いが 繰返していうように、鶴見本 は、宗祇流の部分もかなり多いのである。既に三輪正胤氏が「中世古今伝授史の一側面Ｉ″おかたまのき〃をめぐってｌ」（語文叢誌、田中裕先生御退職記念論集、昭弱・３）で指摘するように、文明十五年四月十八日付のト部兼倶が宗祇に授けた神道切
紙を含んでいる。 氏がその紹介をすると思われ で、ここでは詳しくは触れない。
「古今和歌東家極秘」では、その本筋の伝授資料である外の事にも、







とみえるのみである。即ち常縁の門弟ということになる。この頼常が注目されるのは、「百人一首頼常聞書」 題する百人一首の注釈書が存するからであ 。こ 注釈は有吉保氏蔵（外に内閣文庫 墨海山筆」所収本がある）、有吉保ヨ百人一首頼常聞書』につ て」（「和歌文学新論』所収、昭逗で紹介され、有吉『百人一首全訳皇（講談社学術文庫 昭竪の中に かなりの部分が翻刻された。
「古今和歌東家極秘」によると、頼常は文明十年五、六月の候に常縁
から口伝を受け、八月二十一日には切紙伝授も完了して、「和歌 を授けられたのであろう。そして十四年正月十日に 常縁の子素純 「和歌を授けている。即ち常縁ｌ頼常ｌ素純という古今伝授の系譜が存することになり、本書の 授次第にもそう記されているの そしてこの書ばかりでなく、鶴見本や書陵部の切紙十八通中の血脈（系譜）にも、
既掲と同様にその名がみえる所から、実在の人物であったことは間違いないであろう。しかしその出目・系図上の地位は分らない。ただ上に記したように、文明十年八月二十三日……「先人病中也」とあるが、この「先人」が常縁で、この部分を記したのが頼常であるとしたら、「先人」とは普通亡父を指すから、頼常は常縁の子（または養子）ということになる。この書の奥書に「十代道長翁平朝臣」とあるのは頼常と考えるのが自
然であるが、常縁は自らを「八代末葉下野守常縁」と署している（文明五年四月十八日宗祇に与えた古今伝授切紙の奥書）・直系でいうと、常縁は素暹から八代に当るからであろう 。而 て書陵部「古今秘伝集」 東洋文庫「古今和歌集抄」、立教大学研究室「古今伝」の奥書に、祇説を中心として外の説を引いた旨を記 て、（立大本によると）「切紙以下各別也、是は賢兄頼数伝受畢大永三年等十月六日十代末葉素純在判」とあ
常歎
る。素純は「十代末葉」と「かりねのすさみ」外にも奥書 署 ているので、何故に頼常も 十代」云々 署したのか不審である 右 立大本奥書（全文は『中世歌壇史の研究室町後期』に掲出） よ と、頼常と頼数は同一人物（例えば初名を頼常といったとか）と推測もしたくなるが、それにしても伝授関係以外の資料にこの名はみえず、紙を受けたという血脈上重要な人物であることしか分 ぬ 問題の人いえよう。しかし百人 首聞書をまとめる程であり、今後 も、この「古今和歌東家極秘」の検討とと に考究を加え べき者であろう。
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